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令和５年度事業報告書 

 

公益財団法人栃木県ひとり親家庭福祉連合会 

Ⅰ 事業概要 

当法人は、ひとり親（母子家庭の母、父子家庭の父及び寡婦をいう。以下同じ。）家庭の

福祉の向上を目指す県レベルの唯一の公益財団法人として、定款に定めた目的に沿って 

事業を推進した。 

第１に、ひとり親家庭の福祉の向上を目的として各市及び町を単位に組織された母子・

父子福祉団体（以下「市町団体」という。）への支援の担い手となる指導者の育成や組織の

充実強化のための支援等事業を実施した。 

第２に、ひとり親家庭の自立支援のための事業として、「母子家庭等就業・自立支援セン

ター」（以下「センター」という。）事業を栃木県及び宇都宮市から受託し、生活相談や法

律等専門相談をはじめ、就業相談、就業支援のための講習会や就業情報の提供等一貫した

就業支援サービスを実施するとともに、センター事業の広報活動を充実推進し、より多く

のひとり親家庭への浸透を図った。 

また、ひとり親家庭等日常生活支援事業による生活援助及び子育て支援の強化をはじめ、

無料職業紹介事業、及び貸付事業（小口資金貸付、ひとり親家庭高等職業訓練促進資金  

貸付事業、ひとり親家庭住宅支援資金）を実施して、ひとり親への自立の支援を総合的に

行った。 

第３に、県子ども総合科学館内ミュージアムショップの経営効率化と物品等販売の充実

を図ることにより、売り上げを維持し、当法人の運営及び公益事業の資金確保に努めた。 

第４に、様々な課題等に対応するため、関係機関と連携・協力を図りながら、ひとり親

家庭の就業・自立支援の中心的な役割を担う団体としての責務遂行に努めた。 

 

Ⅱ 事業推進に当たっての基本的事項 

１ 管理運営の適正化 

防災・防犯等施設の安全管理と環境への配慮に努めるとともに、経費の節減に努める

など効率的な予算執行を図った。 

２ 利用者サービス向上 

 利用者からのモニタリング調査を随時行い、その結果を基に自己評価をする等利用者

へのサービス向上に努めた。 

３ 文書の管理及び個人情報等の適正化 

受託業務等の遂行に当たり、作成し又は取得した文書・情報等の管理・保存及び個人

情報の保護並びに情報公開の取扱いについては、法令等の定めるところによりこれを 

遵守し適正に行った。 
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Ⅲ ひとり親家庭の自立支援のための事業 

１ 母子家庭等就業・自立支援センター事業（栃木県・宇都宮市受託事業） 

母子家庭の母及び父子家庭の父並びに寡婦（以下「母子家庭の母等」という。）の家庭

の状況、職業適性、就業経験等に応じ、就業相談、就業支援講習、就業情報提供など   

一貫した就業支援を実施するとともに、養育費の取り決めや事業の経営診断等専門家に

よる相談を行うなど、母子家庭の母等への自立の支援を総合的に実施した。 

(1) 就業支援事業 

ア 就業及び生活相談 

就業や子育てをはじめとする日常生活における様々な不安・悩みについて、就業

から生活まで一貫した相談を実施した。 

【就業相談実績】 

区  分 
相談者数 延相談 

件数 Ｂ 

紹 介 状 

発行件数 

採用者数 

   Ｃ 

就職率 
Ｃ／Ａ(%) 

求人開拓 

事 業 所  Ａ 

 

栃 木 県 
 

 77 

 

 85 

 

  5 

 

18 

 

23.4 

 

 

   56 

 

求人数 

 78 人 

 

宇都宮市 
 

47 

 

 62 

 

4 

 

 6 

 

12.8 

 

計 

 

124 

 

147 

 

 9 

 

24 

 

19.4 

 

【養育費専門相談実績】 

 

 

区  分 

 

 

相談者数 

相 談 内 容 別 延  べ  件 数   
 

離婚・親権 

養育費の 

取り決め 

方  法 

 

面接交渉 
支払いの履行 

強 制 執 行 

 

合 計 

 

栃 木 県 

 

   34 

     

27 

     

28 

     

 7 

 

 6 

 

68 

 

宇都宮市 

 

  19 

 

  11 

     

10 

 

 1 

   

 9 

 

31 

 

計 

 

   53 

 

38 

 

   38 

 

   8 

   

15  

 

 99 

 

【生活相談実績】 

 

 

区  分 

 

 

相談者数 

相 談 内 容 別 延  べ  件 数 
 

前夫関係 

 

経済問題 仕事上の

トラブル 

 

子どもの

問  題 

 

 

その他 
 

合 計 

 

栃 木 県 

 

104 

 

 0 

 

65 

 

 0 

 

 3 

 

 36 

 

 104 

 

宇都宮市 

 

40 

 

   0 

 

25 

 

 0 

 

  0 

 

15 

 

 40 

 

  計 

 

144 

 

 0 

 

 90 

 

  0 

 

 3 

 

51 

 

 144 
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イ 巡回相談の実施 

①  巡回相談の実施 

      県内全域の就業ニーズに対応するため、県健康福祉センター及び市福祉事務所

単位に赴き、県健康福祉センター及び市福祉事務所の母子・父子自立支援員と  

連携を図りながら就業相談・生活相談を行った。 

     ・市福祉事務所（５市） 

      相談者 6名 

宇都宮市（2名）、足利市（3名）、小山市（1名）、佐野市（０名）、 

下野市（0名） 

②  自立支援プログラムの策定（センター扱い） 

・策定希望者  ０名 

(2) 就業促進活動 

無料職業紹介事業所として、求人票の登録、職業紹介及びあっせんを実施した。 

また、母子家庭の母や寡婦の就業に理解のある企業の求人開拓に取り組み、ひとり

親の就業促進を図った。 

【無料職業紹介事業】 

 
求 人 関 係 求 職 関 係 就 職 関 係 

 

区 分 
有  効 

求人数 

常 用 

求人数 

臨時求

人延数 

日雇求

人延数 

有効求

職者数 

新規求職 

申込件数 

常用就

職件数 

臨 時 就 

職件延数 

 

実 績 
 

 75 
  

76 
 人日 

  146 
人日 

 ０ 
 

 58 
  
  46 

 
   3 

 人日 

 0 

 

(3) 離婚前後ひとり親家庭の座談会 

一人で悩んでいるひとり親家庭の母等に抱える問題や悩みを話す機会を提供する 

ことにより、相談員が悩みを共有して一緒になって解決するために座談会を開催した。 

  ① ７月１３日（木） 参加人数 ３人 

   ②１１月１６日（木） 参加人数 ３人 

  ③ ３月２１日（木） 参加人数 １人 

 

(4) 相談関係職員研修支援事業 

ア 就業生活支援情報交換会の開催 

ひとり親家庭の相談に対応する母子・父子自立支援員等を対象に、相談業務に  

関する対応力向上のための効果的な研修を行い、地域における相談機能の充実強化

を図った。 

① 開 催 日 令和５年９月１４日（木） 

    ② 開催場所 とちぎ男女共同参画センター 

③ 開催内容  

・母子・父子自立支援員等による、事例検討会 
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・情報交換 

④ 参加者  県健康福祉センター及び市福祉事務所の母子・父子自立支援員等 

２７名  

 

イ 養育費相談支援研修会の実施 

養育費や離婚に関する相談業務に携わる者（母子・父子自立支援員等）の育成、   

養育費制度等の啓発のための研修を実施した。 

① 実施時期 令和５年 9月１４日（木）    

② 実施場所 とちぎ男女共同参画センター 

③ 開催内容  

・講 義 

   「養育費の現状と問題点～今後のあるべき方向性とは～」 

弁護士 横山 幸子氏 

・質疑応答 

④ 参加者  県健康福祉センター及び市福祉事務所の母子・父子自立支援員等 

２７名  

 

   ウ ひとり親家庭サポーターのつどいの開催 

ひとり親家庭の自立支援を広く県民に呼びかけるとともに、母子寡婦福祉団体の

将来を担うリーダーの育成を図った。 

① 開催日  令和５年 11月１２日（日） 

② 開催場所 とちぎ男女共同参画センター・パルティ 

③ 実施内容  

 (ｱ) 講習会  

   「ひとり親と子どもの貧困をなくすためには～支援団体の立場から」 

   ・NPO法人しんぐるまざあず・ふぉーらむ 

    理事 小森 雅子 氏 

 ④ 参加者 ６８名 

 

(5) 就業支援講習会等事業 

就業経験がない者、専業主婦であった期間が長く再就職に不安がある者、転職希望

はあるが仕事と家庭の両立に不安を抱えている者、就業に際して必要な技能の習得を

望む者等に対し、就業に結びつく可能性の高い技能や資格を取得するための就業支援

講習会等を実施した。 

 

ア 介護員養成研修（介護職員初任者研修課程）の実施 

ひとり親家庭を対象に、円滑な就業準備や転職を支援するため、就業に結びつく  

可能性の高い資格取得のための就業支援講習会として介護員養成研修を実施した。 
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① 委託先 (株)ニチイ学館 

    ②  会場   県内のニチイ学館４教室で実施（宇都宮第２、足利、真岡、小山第２） 

③ 日程   令和５年４月１日（土）から令和６年３月３１日（木） 

④ 内容   講習時間：１３０時間  自宅学習、スクーリング、実習、修了試験 

⑤ 受講料   無料。ただし、テキスト代等の自己負担あり。 

    ⑥ 受講状況 

 定 員 応募者数Ａ 受講者数Ｂ 修了者数Ｃ 修了率Ｃ／Ｂ 

 

栃 木 県 

 

 9  

 

 7 

 

 7 

 

 6 

 

 85.7 

 

宇都宮市 

 

    9 

 

  7 

  

7 

   

7 

 

100.0 

       

計 

 

18 

 

14 

 

14 

 

13 

 

 92.8    

 

イ 医療事務研修の開催 

ひとり親家庭を対象に、円滑な就業準備や転職を支援するため、就業に結びつく  

可能性の高い資格取得のための就業支援講習会として医療事務研修を実施した。 

① 再委託先 (株)ニチイ学館 

     ② 会場   県内のニチイ学館２教室で実施（宇都宮第１、小山第１） 

③ 日程   令和５年４月１日（土）から令和６年３月５日（火） 

④ 内容   医療事務、認定試験 

⑤ 受講料  無料。ただし、テキスト代等の自己負担あり。 

⑥ 受講状況 

応募者数Ａ 受講者数Ｂ 修了者数Ｃ 

 

受験者 

 

認定試験 

合格者数 D 

認定試験 

合格率D／B 
 

  

7 

 

7 

 

7 

 

7 

 

6 

 

 

 85.7 

ウ 調剤薬局事務研修の開催 

ひとり親家庭を対象に、円滑な就業準備や転職を支援するため、就業に結びつく  

可能性の高い資格取得のための就業支援講習会として調剤薬局事務研修を実施した。 

① 再委託先 (株)ニチイ学館 

     ② 会場   県内のニチイ学館２教室で実施（宇都宮第１、小山第１） 

③ 日程   令和５年４月１日（土）から令和６年２月２９日（木） 

④ 内容   調剤薬局事務、修了証 

⑤ 受講料  無料。ただし、テキスト代等の自己負担あり。 

⑥ 受講状況 

応募者数Ａ 受講者数Ｂ 修了者数Ｃ 

 

修了証取得者D 

  
 

 
 

  

5 

 

4 

 

4 

 

３ 
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エ パソコン技術指導の実施 

ひとり親家庭を対象にワードやエクセルなどの基本操作等を指導し、スキルアップ

等を図り、より良い就業等に結びつけることを目的に実施した。 

① 個別方式（センター相談員によるマンツーマンで指導） 

  ・受講者  ６名 

・受講内容   Ｗｏｒｄ（５日間）、Ｅｘｃｅｌ（５日間）の基礎講座 

        講習時間１時間３０分を単位として、基本操作や文章等作成を

センター相談室において実施した。 

 

  (6) 就業情報提供事業 

公共職業安定所や（福）栃木県社会福祉協議会福祉人材・研修センター等から提供

を受けた求人情報や企業訪問等の求人開拓によって得た求人情報などを母子家庭の

母等に提供することにより求職活動を支援した。 

ア 就業情報の提供 

     【事業実績】 

 

区  分 
 

登録者数 
就業情報 

提供件数  

 

栃 木 県 

    

５４  

 

１１３ 

 

宇都宮市 

  

 ３８ 

 

 ６３ 

   

計 

   

 ９２ 

      

１７６ 

 

イ インターネットの活用 

インターネットによるハローワーク求人情報や求人紙等により求人情報を収集し、 

情報の提供を行った。 

 

ウ ホームページの充実 

ホームページを充実することにより、センター事業情報等を積極的に提供した。 

母子家庭等就業・自立支援センターホームページアクセス件数 

令和５年度：914件 

(7) 普及啓発等事業 

ア 普及啓発用チラシの配布 

センター事業の利用促進を図るため、センター事業の就業支援講習会、無料法律

相談、就業相談の案内チラシを作成した。これらを関係機関や団体に配布を依頼し、

広く県民に広報した。  

・母子家庭等就業・自立支援センター事業案内チラシ（栃木県） 2,000枚  
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  (8) 養育費等支援事業 

ア 専門家による就業等専門相談事業の実施 

法律や企業経営等の専門的かつ複雑な問題について、弁護士や経営コンサルタン

トの適切な指導・助言を得て、ひとり親家庭の自立支援を図った。 

    ➀ 法律相談  ・弁護士による定期的な相談（毎月２回 原則第２・第 4水曜日） 

            ・宇都宮市役所での弁護士による相談（８月１回、１月１回） 

             横山法律事務所 

    ② 起業相談  随時受付（予約制） 

中小企業診断協会栃木県支部会員による経営診断等 

【事業実績】                    

区 分 

法   律   相   談   件   数   
起業 

相談 

件数 
相談

者数 

相 談 内 容 別 延 べ 件 数 

離婚前 

の問題 

養育費 

関  係 

経済的 

相 談 

子育て 

生 活 
DV 関係 その他 合 計 

栃 木 県  31 23 25 15 １ ２1 29 114 ０ 

宇都宮市 16  7 15  5 ０ 5  9 41 ０ 

計 47 30 40 20 １ 26 38 155 ０ 

  

２ ひとり親家庭等日常生活支援事業 

(1) ひとり親家庭等日常生活支援事業（栃木県受託事業） 

ひとり親家庭が一時的に生活援助や保育サービスが必要な場合又は生活環境の 

激変等により日常生活への支援が必要な場合に、家庭生活支援員を派遣する事業を実

施した。 

【事業実績】 

利用者 対象者数 派遣延べ 
件    数 

サービス区分 

生活援助 子育て支援 

母子家庭 
 

5 
    

50 
     

10 
    

40 

寡    婦    7 
      

39 
    

39 
     

０ 

父子家庭    0 
      

0 
      

0 
      

0 

 
合  計     １２ 

  
89 

     
49 

    
 40 

     
＊派遣延べ件数は、月ごとの支援員派遣件数の合計である。 
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(2) 家庭生活支援員養成研修の実施（栃木県・宇都宮市受託事業） 

支援事業の円滑な推進に寄与し、ひとり親家庭の福祉の向上及び自立を支援する 

ため、本事業に携わる家庭生活支援員を養成した。 

ア 実施期日   

令和６年 1月２０日から 2月 1７日（５日間、２７時間） 

イ 受講者数   受講者数 １１名（うち修了証授与１０名） 

   【市町別修了者数】  

市 町 名 修了者数 市 町 名 修了者数 

宇都宮市   １名 那須塩原市   ３名 

栃木市   ２名 益子町  １名 

小山市   1 名 茂木町   １名 

真岡市   １名 計 １０名 

 

 ３ 無料職業紹介事業（再掲） 

無料職業紹介事業所として、求人票の登録、職業紹介及びあっせんを実施した。 

また、母子家庭の母や寡婦の就業に理解のある企業の求人開拓に取り組み、母子家庭

の母や寡婦の就業促進を図った。 

【無料職業紹介事業】 

 
求 人 関 係 求 職 関 係 就 職 関 係 

区 分 
有 効 

求人数 

常 用 

求人数 

臨 時 求

人 延 数 

日雇求

人延数 

有効求

職者数 

新規求職 

申込件数 

常用就

職件数 

臨 時 就 

職件延数 

 

 計 

 

 ７５ 

      

７６ 

人日 

 １４６ 

人日 

 ０ 

 

 ５８ 

  

  ４６ 

 

3 

  人日 

   ０ 

 

 ４ 貸付事業 

  (1) 小口資金貸付事業 

     ひとり親を対象に、５万円を貸付限度に緊急を要する資金等の貸付を行った。 

① 令和 5年度新規貸付   6件  300,000円 

  ② 令和 5年度償還     10件  114,000円（完結件数 2件） 

③ 償還指導        12月に償還督促の手紙を発送した。 

 

   (2) ひとり親家庭高等職業訓練促進資金貸付事業 

         高等職業訓練促進給付金を活用して養成機関に在学し、就職に有利な資格の取得を

目指すひとり親家庭の親に対し、高等職業訓練資金（入学準備金及び就職準備金）を

貸し付けた。 

     ・入学準備金  ５００，０００円以内 

     ・就職準備金  ２００，０００円以内 
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➀ 令和５年度の貸付状況 

 

貸付総額 

 

 

３６件 

 

１２,３00,000円 

○内訳 

・入学準備金   

・就職準備金             

 

１７件 

１９件 

 

 ８,５00,000円 

３,８00,000円 

○資格別貸付 

・看護師   

・准看護師  

・美容師  

・webデザイン 

・歯科衛生士 

 

１０件 

２２件 

 ２件

１件 

１件 

 

３,２00,000円 

 ７,７00,000円 

７00,000円 

    ５00,000円 

２00,000円 

 

② 貸付金返還猶予       19件   3,８00,000円 

③ 返還金           17件  ２,420,000円 

④ 返還免除          18件  ９,600,000円 

 

   (3) ひとり親家庭住宅支援資金貸付事業 

        「母子・父子自立支援プログラム」の策定を受け、自立に向けて意欲的に取り組む

ひとり親家庭の親に対し、住宅支援資金を貸し付けた。 

・入居している住宅の家賃の実費（月額上限４万円） 

・貸付期間 12 か月 

① 貸付決定者       ４１人 

② 貸付決定金額          18,717,400円 

③ 貸付金額            12,519,700円 

④ 返還免除        20件   8,746,000円 

⑤ 返還金         1件     240,000円 
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 ５ ひとり親家庭学習支援等事業 

親自身が生活の中で直面する諸問題の解決や子どもの生活・学習支援を図り、ひとり

親の地域での生活を総合的に支援した。 

 (1) 学習支援事業 

     ひとり親家庭の児童等の学習支援や、児童等の進学相談にも相談に応じるなど 

ひとり親家庭の児童等の学習の充実を図った。 

ア 実施市町団体  ３団体 

【事業実績】 

市町団体名 対象児童等数 学習日数 学習延べ人数 

鹿沼市ひとり親家庭福祉会 10 人 23 日  95 人 

高根沢町ひとり親家庭福祉会 5 人 42 日 144 人 

那須塩原市ひとり親家庭福祉会 3 人 31 日 62 人 

合    計    18 人  96 日 301 人 

  ※栃木県共同募金会の助成金を受けた。 

 

Ⅳ 市町団体の活動支援等事業 

   市町団体は、母子家庭の母等の総合的な福祉増進を図ることを目的に設立され、共に助け

合い励まし合って自立支援や地域社会での福祉の向上に寄与している。    

市町団体のその責務を遂行するため会組織の一層の充実強化を図るとともに、市町団体が

それぞれの地域で福祉の向上を図るための活動を支援した。 

 

１ 指導者育成事業 

(1) ひとり親家庭福祉研修大会の開催 

県内の母子寡婦福祉関係者が一堂に集い、ひとり親家庭の抱える課題や必要な支援

策を研修するとともに、幅広い意見交換を行い、ひとり親家庭の福祉の向上の一助と

した。また、市町団体の組織強化と指導者の育成を図った。 

ア 開 催 日 令和５年７月３日（日） 

イ 開催場所 とちぎ男女共同参画センター 

ウ 実施内容  

① 行政説明 

  「ひとり親家庭の支援について」 

   栃木県保健福祉部こども政策課 星野課長補佐 

② 講演「子どもたちに学ぶ機会を 若者たちに働く機会を」 

一般社団法人 栃木県若年者支援機構 

代表理事 中野 謙作 氏 

③ 会員発表会 
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    ・ローソン奨学金を受給して（栃木市） 

    ・生活支援の活動について（足利市） 

    ④ 参加者 ６７名 

(2) 関東地区母子寡婦福祉研修大会の共催（東京都千代田区） 

   関東甲信越静の母子寡婦福祉団体と共に、会員や行政職員等を対象としたひとり親

家庭福祉の課題や支援策についての研修を行い、これによりひとり親家庭の福祉の向

上と会員等の資質の向上を図った。 

 ア 開催期日  令和 5年９月２３日（土） 

イ 開催場所  全電通労働会館 

ウ 開催内容  こども家庭庁行政説明、シンポジウウム、講演、大会決議 

   エ 参 加 者  14名 

 

 ２ 団体育成事業 

市町団体の活動支援と組織の充実及び活性化を図るため、地域におけるひとり親家庭

の福祉の向上を目指した事業への助成を行った。 

 

(1) 研修会事業に対する助成(1地域 1万円以内)      6 団体 

市町等名 開 催 日 参加数 実   施   内   容 

鹿 沼 市 3.17   8 アロマコラージュセラピー、座談会 

日 光 市 9.20  18 久光製薬(株)宇都宮工場見学 

那須烏山市 2.14  18 管理型産業廃棄物最終処分場見学 

那珂川町 12.17 18 情報交換会 

茂 木 町 9.16 15 情報交換会 

壬 生 町 10.25 14 高根沢町ひとり親会との交流会 

(2) 親子のつどい事業に対する助成(1地区 1万円以内)   7 団体 

市町等名 開 催 日 参加数 実   施   内   容 

足 利 市 12.17   53 クリスマス会 

栃 木 市 12. 17  47 クリスマスケーキ作り、奉仕活動 

佐 野 市 8.20 29 こんにゃくパーク他 

鹿 沼 市 8.20 13 万華鏡の工作 

真 岡 市 12.17 42 クリスマスケーキ作り 

那須烏山市 12.24 14 ケーキ作り 

壬 生 町 11.26 24 まがたまワークショップ、カレーショップ 
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(3) 加入促進事業に対する助成(1地域２万円以内)      7 団体 

市町等名 開 催 日 参加数 実   施   内   容 

鹿 沼 市 12.10   18 クリスマス会 

真 岡 市 10.22 47 ミニ運動会 

日 光 市 10.18 9 群馬県田園プラザ川場 

那須烏山市 11.21 17 LRT体験 

高根沢町 8.27 10 ぶどう狩り 

壬 生 町 6.11 31 いちご狩り 

那珂川町 7.9 25 TV ゲーム 

 

(4) 新規加入者助成事業に対する助成            1 団体 

市町等名 母子家庭の母 寡  婦 会員数の増減と会員数 

鹿 沼 市  6 0 新規 6 名、退会 35 名  61 名 

 

(5) 地区連合体活性化事業に対する助成(１地区５万円以内)   2 地区 

実 施 地 区 名 活        動        内        容 

高根沢町・さくら市地区 実施年月日  令和 5 年 12 月 24 日 

場   所  宝積寺タウンセンター 

内   容  ケーキ作り 

参加人数   14 名 

那須烏山市・那珂川町地区 実施年月日  令和 5 年 10 月 21 日 

場   所  那珂川町小川公民館 

内   容  ミニ運動会 

参加人数   40 名 

  

 ３ 普及啓発事業 

当法人の事業活動や地域における母子寡婦の支援団体である市町団体の事業を広く 

  県民に周知するため、下記の媒体を通して広報活動を行うとともに、関係機関及び団体

と協力して普及啓発に努めた。  

(1) 機関紙の発行 

ア 白梅    令和５年 4月に発行した。（第 14７号） 

   イ ぷちとまと 令和６年 2月に発行した。（第１１号） 

   

 (2) ホームページの活用 

     公益財団法人栃木県ひとり親家庭福祉連合会及び栃木県母子家庭等就業・自立支援

センターの各種事業を広報・周知するため、随時更新を行いホームページの充実に努

めた。     

    ひとり親家庭福祉連合会ホームページアクセス件数 令和５年度：2,275件 
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 (3) 当法人のイメージロゴの活用 

    当法人のイメージアップ並びに当法人の理解と関心を高め、当法人が実施する各種

事業へのひとり親家庭の父母等の参加増大等を図るため、平成 29 年度に作成した 

当法人イメージロゴを活用した。 

 

(4) 会長表彰 

    ひとり親家庭の自立支援活動の功績が顕著な者に対し、その功績をたたえ表彰した。 

  ア 受彰者 

   （母子・寡婦福祉関係功労者）  

髙田 クミ（那須烏山市） 

松本 育子（栃木市） 

仁平 富美枝（真岡市） 

大岡 惠美子（益子町） 

    （母子家庭等支援功労団体） 

  該当なし 

 

   イ 表彰式 

第 2９回栃木県民福祉のつどい（共催）において実施した。 

① 開 催 日  令和５年８月２９日（火） 

② 開催場所  とちぎ福祉プラザ 

③ 参加者数  １５３名 

④ 表彰 

 ・会長表彰（上記受彰者）     受彰者 ４名 

・知事表彰（母子家庭等支援功労者）受彰者 １名 

 小松崎 元子（足利市） 

 

Ⅴ 自主財源の安定的確保事業  

 １ 収益事業の充実 

(1) 栃木県子ども総合科学館内売店(ミュージアムショップ)の運営 

     顧客のニーズに応じた 商品仕入れを行うなどして売店の充実を図った。 

     売店は科学館大規模改修工事のため、１２月をもって休店となった。 

なお、リニューアルオープンに当たり、利用者の満足度をより高めるため、県内外

の科学館類似施設の売店を調査して、商品開発や陳列方法等の計画書を栃木県に提出

したところ、「内容は適当である。令和７年秋に予定する科学館のリニューアル時に 

おいても引き続き貴会にミュージアム・ショップの運営をお願いしたいので、リニュ

ーアル前に使用許可に係る申請をされるようお願いします。」との回答を得た。 

リニューアルオープンまでに、オリジナル商品の開発等を行います。 
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売上状況                 (単位：円) 

月 別 令 和 ５ 年 度 令 和 ４ 年 度 

４ ８８８，１２９ ８６８，４５０ 

５ １，２５６，０３３ １，０２７，８８４ 

６ １，２６０，３１２ １，０１４，８８７ 

７ １，４２４，１４２ ９８０，４９１ 

８ ２，８６４，１８０ １，５２５，３２４ 

９ ８５５，９４７ ９４３，４９６ 

１０ １，５１６，４５８ １，９５２，０７８ 

１１ ９６０，９５８ １，０２３，５０３ 

１２ ６９０，２５７ ４９１，１１３ 

１ ４０，５２５ ６８０，１０６ 

２  ６８６，６８8 

３  １，２４６，７０３ 

合 計 １１，７５６，９４１ １２，４４０，７２３ 

(2) 物品等頒布事業の実施 

売店の売上げのほか、頒布事業として母子寡婦福祉手帳の頒布等を実施し、当法人

の運営資金及び公益事業資金の確保に努めた。 

   ア 母子寡婦福祉手帳の頒布             190冊 

   イ 歌舞伎入場券                 18名 

      ウ 新橋演舞場                  14名 

   エ 関ブロ研修大会資金造成（ホリウチ）   28,640円 

 

Ⅵ 組織の充実事業 

 １ 連合会組織の充実強化 

(1)  理事会及び評議員会等の開催 

開 催 日 等 出 席 者 主  な  議  事  内  容 

理

事

会 

5 月１８日（木) 
理事７名 

監事２名  

・令和４年度事業報告書（案）並びに同収入支出決

算書（案）について 

・評議員会の開催について 

10 月 12 日(木) 

理事７名 

監事２名 

 

・令和５年度市町母子寡婦福祉会(連合会)会員数と 

会費について 

・臨時評議員会の開催について 

・会長の職務執行状況について 
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3 月 14 日(木) 
理事５名 

監事２名 

・令和 5 年度収入支出補正予算(案)について 

・令和６年度事業計画（案）並びに同収入支出予算  

（案）について 

・役員及び評議員の報酬並びに費用に関する規程の

一部改正について 

・会長の職務執行状況について 

評

議

員

会 

6 月 8 日(木) 

評議員 10 名 

理事３名 

監事２名  

・令和４年度事業報告並びに同収入支出決算につい

て  

3 月 14 日(木) 

評議員 8 名 

理事３名 

監事２名 

・役員及び評議員の報酬並びに費用に関する規程の

一部改正について 

・令和５年度収入支出補正予算について 

・令和６年度事業計画並びに同収入支出予算につい

て 

・会長の職務執行状況について 

監

査 
5 月 18 日(木) 監事２名 ・令和４年度事業及び同収支決算の監査 

(2) 会長会議及び母子部長会議等の開催 

ア 会長会議 ２回（６月、１０月） 

開催日 出席者 主  な  議  事  内  容 

6 月８日(木) 

 

 

 

  

15 名 

 

 

 

  

・令和５年度栃木県ひとり親家庭福祉研修大会について 

・第 2９回栃木県民福祉のつどいについて 

・令和５年度就業支援講習会について 

・2023「夢を応援基金『ひとり親家庭支援奨学金制度』」

について  

10 月 12 日(木） 

 

 

  

1２名 

 

 

  

・令和５年度今後の事業について 

・令和５年市町母子寡婦福祉団体基本調査結果について 

・令和５年度ミュージアムショップ上半期売上げ状況につい   

て 

・令和５年度社会福祉に関する要望事項について  

 

イ 会長及び母子部長合同会議 3回（４月、８月、１月） 

開催日 出席者 主  な  議  事  内  容 

4 月 9 日(日) 

 

 

 

 

  

21 名 

 

 

 

 

  

・令和５年度事務局執行体制及び行事予定について   

・令和５年度知事並びに会長表彰について 

・令和５年度ひとり親家庭等日常生活支援事業について 

・令和５年度貸付事業について 

・令和５年度助成金について 

・令和５年度ひとり親家庭学習支援等事業について 

・令和５年度母子家庭等就業・自立支援センター事業に   

ついて 

・各部会の構成メンバーについて  
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８月６日(日 

 

２０名 

 

・令和 5 年度ひとり親家庭サポーターのつどい 

・第 29 回栃木県民福祉のつどい及び表彰について 

・令和 5 年度「全国統一活動テーマ」について 

・令和 5 年度就業支援講習会について 

1 月 14 日(日) 

  

19 名 

  

・令和６年度行事予定について 

・意見交換  

   

 ○組織部会 

開催日 出席者 主  な  議  事  内  容 

4 月９日(日) 

 

 

 

  

7 名 

 

 

 

  

・令和５年度栃木県ひとり親家庭福祉研修大会の実施に  

ついて 

・組織の充実強化策について 

・市町会長及び母子部長研修会の開催について 

・第 2９回栃木県民福祉のつどいについて 

 

○事業部会  

開催日 出席者 主  な  議  事  内  容 

4 月９日(日) 

  

 6 名 

  

・会の財政運営並びに自主財源の確保について 

・小口資金貸付金滞納整理について 

 

○広報部会  

開催日 出席者 主  な  議  事  内  容 

4 月９日(日) 

  

10 名 

  

・機関誌「白梅」の発行について 

・広報資料の企画等について 

1 月１４日(日) ８名 ・機関誌「白梅」の発行について 

 

○母子部会  

開催日 出席者 主  な  議  事  内  容 

4 月９日(日) 

  

7 名 

 

  

・母子部長会議の開催について 

・ひとり親家庭サポーターのつどいの開催について 
・若年母子の加入促進と母子部（若年部）の活性化について 

・母子部広報誌「ぷちとまと」の発行について 

6 月 1１日(日) 

 

８名 

 

・ひとり親家庭サポーターのつどいについて 

・母子部広報誌「ぷちとまと」について  
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１２月３日（日） 

 
6 名 

 

・ひとり親家庭サポーターのつどいについて 

・母子部広報誌「ぷちとまと」について 

 

エ 執行役員会  

開催日 出席者 主  な  議  事  内  容 

12 月８日(金） 

)  

 
3 名 

 
  

・今後の事業日程及び予算執行について 
・令和６年度事業について  

 オ 関ブロ実行委員会 

開催日 出席者 主  な  議  事  内  容 

4 月 9 日(日） 10 名 

・研修大会の準備スケジュールについて 
・研修大会の内容の検討について  

6 月 8 日(木) 9 名 

8 月 6 日(日) 9 名 

10 月 12 日(木) 8 名 

1 月 14 日(日) 7 名 

3 月 14 日(木) 8 名 

 

(3) 指導者の育成 

ア 会長及び母子部長研修会の開催 

１月合同定例会時に、会員の増加策の課題について協議・意見交換を行った。 

 

２ 市町団体の組織の充実 

 (1)  市町団体会員数                             令和５年９月１日現在 

市町等名 会員数 市町等名 会員数 市町等名 会員数 

足 利 市  ２２７ 那須烏山市 ５２ 那 須 町 １９ 

栃 木 市 ５０ 下 野 市 １３ 那珂川町 ３２ 

佐 野 市 ５２ 益 子 町 ２８   

鹿 沼 市 ５５ 茂 木 町 １２     

日 光 市 ３２ 市 貝 町 ９   

小 山 市 ６８ 芳 賀 町 ７    

真 岡 市 ４６ 壬 生 町  ４２   

那須塩原市 ６８ 高根沢町 ５０ 合 計 ８６２ 

   ＊対前年比 ▲１４９名（R４.9.1 現在：1,０１１） 

    ＊休会６市町（大田原市、矢板市、さくら市、上三川町、野木町、塩谷町） 
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(2) 総会(大会)に対する助成(1地域 1万円以内) 7 団体 

   市町団体の総会開催への助成を行った。 

市町等名 開 催 日 市町等名 開催日 市町等名 開催日 

足 利 市 5.27 真 岡 市 5.28 壬 生 町 5.10 

栃 木 市 5.21 那須烏山市 4.16   

鹿 沼 市 5.21 那珂川町 4.15   

 

Ⅶ 関係機関との連携 

 １ 栃木県及び宇都宮市 

   受託事業を適正に処理するとともに、（福）栃木県社会福祉協議会等と連携して社会福祉

に関する要望書を提出した。 

  (1) 要望活動 

   ア 栃木県   令和５年９月７日（木）  ニューみくら 

   イ 宇都宮市  令和５年９月１３日（水） 宇都宮市役所 

 

  (2) 要望内容 

   【栃木県への要望】 

   ➀ 母子家庭等就業・自立支援センター事業 

     ・相談員の安定確保のための予算措置を要望した。 

② ひとり親家庭学習支援等事業 

     ・学習支援事業の予算化を要望した。 

   ③ 子ども総合科学館売店のリニューアル 

      ・魅力ある売店づくりに対する県の指導を要望した。 

 

④ 関東地区母子寡婦福祉研修大会の開催 

・大会経費の補助を要望した。 

   

    【宇都宮市への要望】 

   ➀ 母子家庭等就業・自立支援センター事業 

      ・相談員の安定確保のための予算措置を要望した。 

・就業支援講習会における研修科目の充実を要望した。 

 

 ２ 栃木県・県健康福祉センター及び各市町母子寡婦福祉主管課 

栃木県保健福祉部こども政策課や栃木県健康福祉センター、各市町母子福祉主管課に

ひとり親家庭への支援事業の広報等を依頼するとともに、円滑な事業推進のため母子・

父子自立支援員や民生・児童委員等との連携を図った。 
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３ 一般社団法人全国母子寡婦福祉団体協議会 

一般財団法人全国母子寡婦福祉団体協議会と連携し、都道府県、指定都市及び中核都

市の母子寡婦福祉団体相互の連絡調整を図り、当連合会の自立支援活動の一層の活動強

化を推進した。 

また、全国母子寡婦福祉団体協議会が実施する「夢を応援基金『ひとり親家庭支援奨

学金制度』」事業について、各市町ひとり親福祉団体と連携して推進した。 

① 令和５年度就労促進情報関係者連絡会議 

・開催日等 令和６年 3月 1０日（日） 

・開催場所 東京都品川区東大井５－１８－１ 

・開催内容 就労促進活動報告、就労促進者連絡会議  

・派遣者数 ３名 

  ② 「夢を応援基金『ひとり親家庭支援奨学金制度』」事業への協力 

・応募者数       ３２名（新規３０名、継続２名） 

・第一次選考合格者   ２０名 

・第二次合格者      ５名 

・決定奨学生       ５名 

 

４ 関係保健福祉団体等 

(1) 団体役員等として参画 

・栃木県子ども・子育て審議会（委員：栗橋会長） 

・（福）栃木県社会福祉協議会（評議員：川田副会長） 

・（財）全国母子寡婦福祉団体協議会（副理事長：栗橋会長） 

・栃木県女性団体連絡協議会 （理事：栗橋会長） 

 

  (2)  会員登録 

・（福）栃木県社会福祉協議会 

・栃木県女性団体連絡協議会 

・栃木県青少年育成県民会議 

・社会を明るくする運動栃木県推進委員会 

 

(3) 関係保健福祉団体等が主催する諸事業への参加・協力 

ア （福）栃木県社会福祉協議会等加盟団体と栃木県民福祉のつどいの共催 

   イ （公財）とちぎ男女共同参画財団主催事業への参加・協力 

ウ （福）栃木県共同募金会の共同募金活動への参加・協力 

   エ 栃木県女性団体連絡協議会主催事業への参加・協力 
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 (4) 政党への予算化及び制度要望 

ア 要望活動 

     自由民主党栃木県支部連合会 令和５年８月３１日（木） 

    【要望内容】 

    １ 予算に関する要望 

   イ 要望内容 

    ① 予算関係（事業の充実強化及び新規事業の予算化を要望） 

     (ｱ) 母子家庭等就業・自立支援センター事業 

      ・就業支援事業（就業相談、就業促進活動） 

      ・就業支援講習会等事業 

      ・就業情報提供事業 

      ・養育費等支援事業（弁護士等による相談等） 

      ・管内自治体・福祉事務所支援事業 

      ・広報啓発・広聴事業 

     (ｲ) ひとり親家庭学習支援事業 

      ・子どもの学習支援事業 

 

    ② 政策関係（政策の拡充等について要望） 

     (ｱ) 平成２５年３月に施行された「母子家庭の母及び父子家庭の父の就業の支援

に関する特別措置法」に基づき、次の事項を要望 

・ひとり親家庭の母や父の就業の促進を図るために必要な施策をなお一層講じ

ること 

・就業機会拡大のため、事業主に対する啓発を強化すること 

・母子寡婦福祉団体への受注機会の増大を図ること 

(ｲ) 栃木県子ども総合科学館の大規模改修後も使用許可が受けられるよう要望 

 


